
「赤ちゃんふれあい体験」の授業では、皆様の大切

なお子さんをお連れいただき、その節は大変ありが

とうございました。中学生さんたちの様々な質問に

丁寧にお答えいただいたり、お子さんを抱かせてい

ただいたりと寛大な対応してくださったこと、心か

ら感謝いたします。

今年度は２年生６クラス（うち１クラス支援学級）

170名が参加し、66組74名の親子の皆さんにご協力

いただきました。

45分という短い時間ではありましたが、どの学生さ

んも授業の前と後では心模様にずいぶんと変化が

あったことが表情からもよく伝わってきました。

お母さん方の会話や、お子さん達とのふれあいで芽

生えたあたたかな感情は、学生さんにとっても、自

分自身を振り返るきっかけとなったようです。

皆さんの子育て（子ども）への思いが、これからの

時代を担う学生さん達の心に確かにつながりました

ことを、学生さんたちの感想文をお礼に代えて、

お返ししたいと思います。ありがとうございました。
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赤ちゃんは小さくて

繊細だと感じました。

抱っこするととても

軽かったです。

手や足が小さくて驚き

ました。当たり前だけ

どあの大きさから大人

に成長していくと思う

と、人って不思議

だなと思いました。

参加中学生の感想より

お母さん方との会話で

感じたことは、赤ちゃん

のお世話は大変で、初め

ての子だと、特に大変だ

ということです。

僕はまだ赤ちゃんをお世

話したことがないので、

子どもを持った時に、

夫婦で協力したいと思い

ました。

赤ちゃんの話をして

いるお母さんの笑顔で

私も嬉しくなりました。

こんなに幸せなんだな

と思いました。私の母

もこんな顔をしていた

のかと思うととても

嬉しいです。赤ちゃん

がいるって癒やされる

と思いました。

イヤイヤ期の子で、

自分がしたことに対し

てもイヤイヤしていま

した。

それでも赤ちゃんや

子どもは、お母さんの

ことは大好きだという

こともわかりました。

お母さん方や、自分の

お母さんから小さい頃

の話を聞くと、昔は

とても世話がかかって

いたんだなと思いました。

今日帰ったら、改めて、

世話をしてくれる両親

に感謝の言葉を伝えたい

と思いました。

昔は自分たちもあんな

感じで、お母さんと

お父さん達は、育てる

のに、とても忙しかっ

たんだなと思いました。

お父さんとお母さんが

一生懸命育ててくれて

いるから、今の私が

あるんだと思います。

今回の経験を踏まえて

改めて子どもと向き合

うことの大変さを身に

しみて感じました。

同時に子どもと向き合

える幸せも感じられま

した。

親って偉大な存在なん

だと、とても感じ

られました。

今回の体験で１番に思っ

たのは、お母さんに感謝

したいということです。

今まで大切に育ててもら

ったことがどれだけ幸せ

なんだろうと改めて感じ

ることができました。

小さい子にふれあう機会

がなかったので、良い

経験になりました。

赤ちゃんは繊細でデリケ

ートで癒やしを与えて

くれて可愛くて、何より

もお母さんたちの宝物

なんだと実感しました。

こんなに大変な時期を

乗りきってくれたお母

さんには、頭があがり

ません。

最近、お母さんに対して

きつく当たってしまう

ことが多かったので、

気をつけて労って

いこうと思います。


